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学位論文内容の要旨 
 
21 世紀の製造業においては，インターネット・Web 経由で特定・不特定多数の顧客と製造装置とが 24 時間・365 日直
接取引を行い，顧客の依頼ジョブを製造装置自身が自律的に判断し，顧客への見積回答や受注可否をリアルタイムに行い
売上・利益の確保・拡大を図ることが求められる． 
本論文では，従来の生産システムの弱点である上記の課題への具体的な解決方法を提案した．すなわち，特定・不特定
多数の顧客が，インターネット・Web を経由し製造装置自身が直接取引を行う Web 型生産方式に基づく米国特許取得の
自律型製造システムモデルを用いて自律型印刷システムモデルを想定した．本モデルを利用し，印刷能力以上のジョブが
発生した場合における自律型印刷システムモデル自身が得られるべき総利益最大化スケジューリング法を提案した．また，
自律型印刷システムモデルにおいて，ソフトウエアエージェントとして主要な３つの組込型の自律機能：“印刷能力判定”，
“スケジューリング”および“総利益最大化の処理・評価法”を提案した． 
まず，この自律型印刷システムモデルを用いて総利益最大化による生産効率化の方法として，JIT 生産方式に基づく“総
利益最大化バックワード・スケジューリング法”を提案し，総利益最大化に関して従来法(FIFO: First In First Order , SPT: 
Smallest Processing Time, LPT: Largest Processing Time, MPJ: Most Profit Jobs)との比較を適用例および数値例により行った．
この結果，本手法はいずれの従来法よりも定量的に総利益が大きくなることを示した． 
次に，特定・不特定顧客と自律型印刷システムモデルとが直接取引を行う場合，顧客とのリアルタイム応答が必要であ
る．よって前述の“総利益最大化バックワード・スケジューリング法（基本方式法）”の総利益最大化処理部分の高速化
法を提案し，実データ利用の適用例および数値例により比較した．この結果，高速化法の方が基本方式法に比較し十分な
高速化が図れることを示した． 
また，ジョブの“前倒し印刷を実行する場合”における“単一工程の自律型印刷システムモデルを用いた総利益最大化
バックワード・フォワード・スケジューリング法”について提案した．本手法では“ジョブの個別利益優先順”と“ジョ
ブの印刷開始時刻優先順”の２種類を用意した．この２種類の手法を用いて特定・不特定多数の顧客よりのジョブの最大
総利益の大小比較をデジタル印刷会社提供の実データ利用による適用例および数値例により行った．この結果，ジョブの
特性および自律型印刷システムモデルの受注条件により，最大総利益の大小が変化することを示した． 
最後に，Web 上の複数企業において，それぞれ複数の自律型印刷システムモデルの配置を前提とした“複数の単一工程
の自律型印刷システムモデルを用いた総利益最大化バックワード・フォワード・スケジューリング法”を提案した．すな
わち，企業間のビジネス競争を前提とし特定・不特定多数の顧客よりのジョブを同一企業内に属する複数の自律型印刷シ
ステムモデルを用いて，最大総利益と自律型印刷システムモデルの利用台数による生産効率の比較を，デジタル印刷会社
提供の実データ利用による適用例および数値例により行った．この結果，総利益最大化スケジューリング法と利用台数と
の定量的な生産効率化の傾向を示した． 
以上より，提案した自律型印刷システムモデルと総利益最大化スケジューリング法により総利益最大化による生産効率
化を示すことができた．
 論文審査結果の要旨 
 
本論文では，特定・不特定多数の顧客が，インターネット・Web を経由し製造装置自身が直接取引を
行う Web 型生産方式に基づく自律型印刷システムモデルを想定した．まず，この自律型印刷システムモ
デルを用いて総利益最大化による生産効率化の方法として，JIT 生産方式に基づく“総利益最大化バッ
クワード・スケジューリング法”を提案し，総利益最大化に関して従来法との比較を適用例および数値
例により行った．この結果，本手法はいずれの従来法よりも定量的に総利益が大きくなることを示した． 
次に，“総利益最大化バックワード・スケジューリング法”の総利益最大化処理部分の高速化法を提
案し，実データ利用の適用例および数値例により比較した．この結果，高速化法の方が基本方式法に比
較し十分な高速化が図れることを示した． 
また，ジョブの“前倒し印刷を実行する場合”における“単一工程の自律型印刷システムモデルを用
いた総利益最大化バックワード・フォワード・スケジューリング法”について提案をした．この手法を
用いて特定・不特定多数の顧客よりのジョブの総利益の大小比較をデジタル印刷会社提供の実データ利
用による適用例および数値例により行った．この結果，ジョブの特性および自律型印刷システムモデル
の受注条件により，総利益の大小が変化することを示した． 
“複数の単一工程の自律型印刷システムモデルを用いた総利益最大化バックワード・フォワード・ス
ケジューリング法”を提案した．提案したモデルを用いて，最大総利益と自律型印刷システムモデルの
利用台数による生産効率の比較を，デジタル印刷会社提供の実データ利用による適用例および数値例に
より行った．この結果，総利益最大化ジョブスケジューリングと利用台数との定量的な生産効率化の傾
向を示した． 
以上より，提案した自律型印刷システムモデルと総利益最大化ジョブスケジューリング法により総利
益最大化による生産効率化を示すことができた．よって，本論文は博士（工学）の学位論文に値するこ
とを認められる． 
